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不確実で曖昧で目まぐるしく変わる複雑な社会
（VUCA時代）
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社会科にできることは？

不確実で曖昧で目まぐるしく変わる複雑な社会
（VUCA時代）

世界から身近なところまでを
よりよいものとし、

幸せを享受できるような社会と、
そうなるようにできる子どもの育成を

模索していくこと！
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現行指導要領（改定の趣旨）

◎「何のために学ぶのか」という意義の共有

◎課題を解決するために必要になる資質・能力を３つの柱として整理

「知識及び技能」 ・ 「思考力、判断力、表現力等」 ・ 「学びに向かう力、人間性等」

◎整理した資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動的に学び続けれる

ように、４つの点に留意して授業改善に取り組むこと
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◎「主体的で対話的で深い学び」の実現のための授業改善進めること

◎深い学びの鍵として「見方・考え方」 を働かせること

◎単元のまとまりや時間のまとまりを見通して

◎学習効果の最大化図る

授業改善のための４つの留意点とは…？

生
徒
が
学
習
す
る
際

・見通しや振り返りをする場面

・グループなどで対話する場面

・子供たちが考える場面と
教師が教える場面

をどこに設定するか？

実現

組み立て
を考える

※カリキュラムマネジメントに努める
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学習の必然性を感じさせる
単元を貫く問いや１時間の授業の

中心発問をどのように設定すればよいのか？

単元構想を活かす
ためにポートフォリオや

単元シート、振り返りシート
をどのように工夫すればよ

いのか？

『主体的に学習に取り
組む態度』等、現行学習
指導要領解説に基づいて

どのような評価基準を
設定すればよいのか？

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会
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研究テーマ

「社会科で育てる未来の創り手」
～ 学び問い続ける姿をめざして ～

不確実で曖昧で目まぐるしく変わる複雑な社会
（VUCA時代）を

生きる子供たちも、われわれ社会科教員も
学び問い続ける姿でありたい
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「学び問い続けるための資質・能力」とは…？

○現代社会が抱える
課題を解決する場合

○未来社会を担う中、
未知の状況に直面した場合

その課題を
どのように解決
すればよいかを

考える力

★これまでの中社研の研究より★

「課題を解決するプロセスを見通す力」

「プロセスを経て課題を解決する力」
が明らかになった！
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主体的に社会に参画し、よりよい人生を送ることができる資質・能力

「課題を解決するプロセスを見通す力」とは…？

単元〔課題把握 ⇒ 課題追求 ⇒ 課題解決 ⇒ 新たな課題〕

つまり、単元の学習を通じ

「課題を解決するプロセスを見通す力」

身に付けさせたい！

どのようなプロセスを経て、 どのような見方・考え方を働かすと、

授業

よりよく課題を解決できるのか

体感 積み重ねていく
が身に付く！
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主体的に社会に参画し、よりよい人生を送ることができる資質・能力

「課題を解決するプロセスを見通す力」とは…？

単元〔課題把握 ⇒ 課題追求 ⇒ 課題解決 ⇒ 新たな課題〕

つまり、単元の学習を通じ

「課題を解決するプロセスを見通す力」

身に付けさせたい！

どのようなプロセスを経て、 どのような見方・考え方を働かすと、

授業

よりよく課題を解決できるのか

体感 積み重ねていく
が身に付く！
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指導者は、 このプロセスを踏まえて…

単元計画をする
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「プロセスを経て課題を解決する力」とは…？
課題を解決するために必要な情報を収集し、多面的・多角的に

考察したり、その結果を踏まえて自分の意見を選択・判断、他者に
説明したりするとともに、他者との対話を通して自分の意見を再評
価し、最適解を導くことができる力

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会



「プロセスを経て課題を解決する力」とは…？

○解決するために必要な事象ごとに求められる
「知識及び技能」、 「思考力・判断力・表現力等」と結び付くもの

⇒選択・判断の動機や価値判断の基準となる力

○「学びに向かう力、人間性等」と結び付く

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会

⇒自らの学びを客観的に見通す力、
メタ認知する力



京都市中社研では…
○指導者が子供たちに課題を解決する目的を認識させ、

○子供たち自身が、解決するプロセスを見通しながら既習
事項の何を活用するか、何を新たに学べばよいのかを
適切に選択・判断する

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会

○子供たち自身が、社会科の見方・考え方を働かせながら、
それらの課題を解決していこうとする

○より多くの人々にとっての納得解を求め、主体的に課題を解決する
プロセスを自ら構築する人材を育てることができる



研究テーマ

「社会科で育てる未来の創り手」
～ 学び問い続ける姿をめざして ～

202４072６ 社会科教員指導力向上講座③

課題を解決するプロセスとその方法を身につける単元を設定し、
課題解決を繰り返す中で、

見方・考え方の発揮を促しながら、
資質・能力を育成すれば、

自主的・主体的に深く学び問い続ける子どもを育てることができる。

研究仮説

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会



「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

〇指導者には、

一つの単元を構想する際、他の単元との関係や内容のまとまりを踏まえた 

⇒ 単元を構成する力が必要

〇子供たちには、

   学習指導要領の求める「学びに向かう力、人間性等」を子供たち

   が身に付けるために、子供たち自身がこれまでの単元を振り返り

⇒ これからの単元を見通す力が必要
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そのために、指導者が取り組まなければならないことは何か?



「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

【研究内容】

①子供たちが「見方・考え方」を発揮し、「資質・能力」を高めること

のできる単元Ａの開発

②単元Ａで身に付けた各分野の「見方・考え方」を活用し、さらなる

課題解決に向けて「資質・能力」を高めることができる単元Ｂの

開発

③各分野の「見方・考え方」の働かせ方や「資質・能力」の育成を

検証する学習活動の設定
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「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

①②③のために
ア：知識の構造図から問いの構造図への転換とその作成

イ：有効な「単元を貫く問い」や「本時の問い（学習課題・めあて）」
 の開発、および内容のまとまりをどのようにつなぐかの検討と、 
「単元をつなぐ問い・跨ぐ（またぐ）問い」の開発

ウ：単元構想を踏まえ、単元全体と本時の授業とのつながりを
 見通すことができるポートフォリオの作成

エ：ポートフォリオを中心とした評価ルーブリックの作成
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「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

【研究内容】

①子供たちが「見方・考え方」を発揮し、「資質・能力」を高めること

のできる単元Ａの開発

ア：知識の構造図から問いの構造図への転換とその作成
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知識の構造図→問いの構造図へ

202４072６ 社会科教員指導力向上講座③

価値的知識
価値判断をともなう知識
「良い」「悪い」「すべき」「すべきでない」

概念的・本質的
知識

社会事象の汎用的な概念や法則、本質の理解
「なぜ」「とは何か」

説明的知識
概念的・本質的知識を具体化した因果関係のある知識
「なぜ」

分析的知識
多面的・多角的・組織的・構造的な知識
「どのような」「どのように」

記述的知識
個別・具体的な知識
「いつ」「どこ」「だれ」「なに」

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会
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図２ 知識の分類と子供たちの学びのプロセス10） ※参考文献の資料を基に筆者が再構成
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「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

【研究内容】
②単元Ａで身に付けた各分野の「見方・考え方」を活用し、さらなる

課題解決に向けて「資質・能力」を高めることができる単元Ｂの開発

ア：知識の構造図から問いの構造図への転換とその作成

イ：有効な「単元を貫く問い」や「本時の問い（学習課題・めあて）」の開発、
 および内容のまとまりをどのようにつなぐかの検討と、「単元をつなぐ問い・跨ぐ
（またぐ）問い」の開発
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なぜ豊臣秀吉が全国統一したとされているのか？

＝全国統一とは何か？「概念的・本質的知識」
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学習の必然性を感じさせる
単元を貫く問いや１時間の授業の

中心発問をどのように設定すればよいのか？

単元構想を活かす
ためにポートフォリオや

単元シート、振り返りシート
をどのように工夫すればよ

いのか？

『主体的に学習に取り
組む態度』等、現行学習
指導要領解説に基づいて

どのような評価基準を
設定すればよいのか？
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知識の構造図→問いの構造図へ
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第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会

どのようにしてイスラム教と
キリスト教は世界に

広まっていったのだろう？

どのような目的で
ヨーロッパ人は世界に

進出していったのだろう？

なぜヨーロッパ人は世界へ進出し、
その結果どのようなことがおこったのだろう？



知識の構造図→問いの構造図へ
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「単元をつなぐ問い」について

地理的分野
単元Ａ「北アメリカ州」

単元Ｂ「南アメリカ州」 として構想

単元Ａと単元Ｂをつなぐ問いとして

「なぜ世界で経済格差が起こるのか？」を設定

「ヨーロッパ州」
「アフリカ州」

歴史的分野 ⇒ 大航海時代や植民地政策や帝国主義、資本主義などの単元へ
 

公民的分野 ⇒ 国際社会の単元へ
３年間通じて

問い続けることのできる問い

第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会



「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

【研究内容】

③各分野の「見方・考え方」の働かせ方や「資質・能力」の育成を

検証する学習活動の設定

ウ：単元構想を踏まえ、単元全体と本時の授業とのつながりを

 見通すことができるポートフォリオの作成
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子供たちの「学び問い続ける姿」を目指すための単元
構想とそのための有効なポートフォリオの例のまとめ
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「学び問い続ける姿」を研究実践で
明らかにするために

【研究内容】

③各分野の「見方・考え方」の働かせ方や「資質・能力」の育成を

検証する学習活動の設定

エ：ポートフォリオを中心とした評価ルーブリックの作成
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授業単元と単元構想をふまえたポートフォリオへ
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図７ 歴史的分野のポートフォリオ例



授業単元と単元構想をふまえたポートフォリオへ
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第30回 近畿中学校社会科教育研究大会 京都市大会

社会科で育てる未来の創り手
～学び問い続ける姿をめざして～

京都市立中学校教育研究会社会科部会
研究部長 亀井 隆次（栗陵中学校）

令和6年度 第30回 近畿中学校社会科教育研究大会
京都市大会 基調提案

ありがとうございました。
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